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『
武
家
藁
履
記
』
評
の
成
立
過
程

　
一
加
筆
行
為
へ
の
注
目
か
ら
一

小
田
　
真
裕

　
は
じ
め
に

　
過
去
二
期
の
「
大
名
評
判
記
」
研
究
で
は
、
『
土
芥
憲
離
心
』
お
よ
び
『
諌
懲
後
正
』
の

評
者
像
の
解
明
が
目
指
さ
れ
て
き
た
一
。
こ
の
成
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
所
収
の
論
考
は
、
大

名
の
評
価
基
準
に
注
目
す
る
も
の
、
引
用
書
物
の
分
析
を
通
じ
て
学
問
的
北
墨
田
を
探
る
も
の

が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
考
察
は
、
「
大
名
評
判
記
」
諸
本
の
参
照
関
係

へ
の
配
慮
が
不
十
分
な
た
め
、
各
階
独
自
の
記
載
が
明
ら
か
で
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
の
「
大

名
評
判
記
」
の
記
述
が
編
者
の
個
性
を
反
映
し
た
も
の
か
、
他
書
の
影
響
に
よ
る
も
の
か
と

い
う
点
に
関
し
て
留
保
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
特
に
、
諸
本
の
存
在
が
明
ら
か
で
な
い
段
階

で
行
わ
れ
た
『
土
芥
冠
離
記
』
に
関
す
る
検
討
は
、
現
時
点
か
ら
考
え
る
と
史
料
批
判
が
不

十
分
だ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
ま
た
、
今
年
度
の
講
義
で
は
、
考
察
の
多
く
が
『
武
家
諌
筆
記
』
を
対
象
と
す
る
も
の
だ

っ
た
。
そ
れ
ら
を
通
じ
て
、
同
じ
『
武
家
諌
忍
記
』
と
い
う
表
題
を
掲
げ
た
諸
本
に
も
異
同

が
見
ら
れ
る
こ
と
、
と
同
時
に
数
種
の
系
統
に
分
類
が
可
能
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
語
句
単
位
で
の
精
緻
な
分
析
が
為
さ
れ
た
も
の
の
、
誤
記
、
意
図
的
改
変
な
ど
の

異
同
の
質
は
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
、
「
大
名
評
判
記
」
に
関
し
て
述
べ
た

こ
と
と
同
様
に
、
各
『
武
家
諫
忍
記
』
独
自
の
記
載
を
判
断
す
る
こ
と
の
困
難
さ
に
起
因
す

る
。
今
後
は
、
『
武
家
諌
豊
前
』
諸
本
の
系
統
に
関
す
る
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
編
者
、
写
本

作
成
主
体
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
検
討
す
る
こ
と
が
課
題
と
い
え
よ
う
。

　
そ
こ
で
本
稿
は
、
異
同
の
質
を
問
う
日
的
か
ら
、
『
武
家
諌
争
記
』
評
を
素
材
に
以
下
の

．
一
点
を
検
討
す
る
。
　
一
点
目
は
、
新
た
に
起
こ
っ
た
出
来
事
へ
の
注
目
で
あ
る
（
。
「
大
名
評

判
記
」
作
成
と
近
い
時
期
に
起
こ
っ
た
出
来
事
の
描
か
れ
方
に
当
日
し
、
評
者
の
同
時
代
認

識
を
探
る
こ
と
を
目
指
す
。
具
体
的
に
は
、
父
祖
や
縁
者
の
記
載
に
注
日
す
る
。

　
近
年
、
大
名
・
藩
を
扱
っ
た
研
究
に
お
い
て
、
「
大
名
家
」
と
い
う
視
角
の
有
効
性
が
提

示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
稿
と
直
接
繋
が
る
も
の
で
は
な
い
が
、
近
世
後
期
か
ら
幕
末
期
、

過
去
の
藩
主
や
先
祖
が
藩
政
の
中
で
注
目
さ
れ
る
動
向
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
本
稿

で
は
、
父
祖
や
縁
者
と
い
う
「
大
名
家
」
を
構
成
す
る
諸
人
格
が
、
言
及
さ
れ
る
文
脈
、
日

的
に
注
日
す
る
。
そ
の
際
、
本
文
で
の
言
及
の
有
無
に
留
意
す
る
。
ま
た
、
先
述
し
た
『
武

家
諫
忍
記
』
諸
本
の
系
統
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
の
基
と
な
っ
た
個
別
報
告

は
、
「
通
行
本
」
・
「
異
本
」
と
い
う
差
異
し
か
考
慮
し
て
お
ら
ず
、
質
疑
で
も
指
摘
さ
れ
た
よ

う
に
不
十
分
な
分
析
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
作
業
の
主
眼
が
他
「
大
名
評
判
記
」
と
の
比

較
を
通
じ
て
『
武
家
諫
忍
記
』
原
本
評
者
像
に
迫
る
点
に
あ
る
こ
と
、
評
の
内
容
に
関
し
て

は
聖
藩
本
の
異
質
性
が
特
に
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
は
講
義
の
成
果
を
踏
襲
す

る
。
厳
密
な
諸
本
の
差
異
を
踏
ま
え
た
考
察
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
検
討
課
題
の
二
点
目
は
、
『
武
家
諌
忍
記
』
諸
本
の
書
写
主
体
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で

あ
る
。
諸
本
の
系
統
に
つ
い
て
は
、
筆
者
と
同
じ
班
に
所
属
す
る
黒
須
、
綱
川
の
成
果
に
依

拠
し
、
［
聖
霊
本
・
池
田
本
・
刈
谷
本
ほ
か
］
と
い
う
区
分
を
採
用
す
る
。
現
段
階
で
は
、
諸

本
の
異
同
の
質
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
諸
本
で

言
及
す
る
対
象
の
異
同
が
み
ら
れ
る
事
例
に
注
目
し
、
新
規
の
「
愚
評
」
が
作
成
さ
れ
る
過

程
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
起
因
す
る
理
由
、
思
想
的
背
景
に
迫
る
こ
と
が
日
的
で
あ

る
。　

1
『
武
家
諌
忍
記
』
と
「
大
名
家
」

　
本
節
で
は
第
一
回
個
別
報
告
の
内
容
を
も
と
に
、
『
武
家
諌
言
記
』
評
者
の
「
大
名
家
」

観
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
【
表
1
】
は
、
同
書
に
お
け
る
縁
戚
大
名
へ
の
言
及
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。
他
の
「
大
名
評
判
記
」
全
て
に
つ
い
て
同
様
の
検
討
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
比
較

と
し
て
は
不
十
分
だ
が
、
『
武
家
勧
懲
記
』
と
比
し
て
『
武
家
諌
国
記
』
は
縁
戚
大
名
へ
の
言

及
が
少
な
い
。
推
測
に
留
ま
っ
て
し
ま
う
が
、
『
土
芥
骨
離
記
』
や
『
諌
懲
後
事
』
と
の
比
較

で
も
同
様
と
考
え
ら
れ
る
。

　
で
は
、
何
故
『
武
家
諌
忍
記
』
は
縁
戚
大
名
へ
の
言
及
少
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
理
由
の
一

つ
日
と
し
て
、
①
言
及
し
う
る
対
象
が
少
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
大
名
評
判
記
」
で
は
、

新
規
の
評
を
作
成
す
る
時
に
、
先
行
す
る
類
書
に
記
さ
れ
た
先
代
当
主
の
記
載
が
参
考
に
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
『
武
家
勧
懲
記
』
に
お
け
る
土
屋
但
馬
守
数
直
に
関
す
る
記
述

は
、
子
の
土
屋
相
模
守
源
正
直
の
評
と
し
て
、
『
土
芥
憲
雌
記
』
お
よ
び
『
諌
懲
後
患
』
に
転

用
さ
れ
て
い
る
、
。
『
武
家
諫
追
記
』
は
初
期
の
「
大
名
評
判
記
」
で
あ
る
が
故
に
、
参
考
に

す
る
こ
と
の
出
来
る
先
例
が
少
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
後
発
の
「
大
名
評
判

記
」
も
、
先
行
す
る
類
書
の
記
述
を
単
に
祖
述
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
評
者

は
、
自
身
の
思
想
に
引
き
付
け
て
読
み
か
え
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
『
武
家
諫
忍
野
』
と
異

な
り
、
『
武
家
勧
懲
記
』
は
戦
国
期
の
祖
先
に
も
言
及
し
て
い
る
。
①
に
は
留
意
し
な
け
れ
ば

卜瑠



な
ら
な
い
が
、
や
は
り
②
評
者
の
個
性
に
よ
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
と
考
え
る
。
『
武
家
諌
忍
記
』

評
の
、
父
子
関
係
の
言
及
が
主
で
、
祖
父
以
前
へ
の
言
及
が
皆
無
と
い
う
点
は
注
目
す
べ
き

特
徴
で
あ
る
。

　
『
武
家
諌
忍
記
』
を
冠
し
た
諸
本
で
も
異
同
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
も
、
現
時

点
で
は
網
羅
的
な
比
較
を
行
っ
て
い
な
い
が
、
聖
心
本
は
縁
戚
大
名
へ
の
言
及
が
少
な
い
と

い
う
特
徴
は
確
認
で
き
る
。
聖
製
本
は
、
今
年
度
講
義
を
通
じ
て
、
そ
の
異
質
性
が
強
調
さ

れ
て
お
り
、
時
期
的
に
も
他
の
諸
本
に
先
行
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
作
成
時
期
、

評
者
の
個
性
、
写
本
作
成
者
の
個
性
と
い
っ
た
点
を
考
慮
に
入
れ
て
、
諸
本
の
差
異
を
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
次
に
、
三
口
及
の
仕
方
の
類
型
化
を
図
る
。
【
表
1
】
の
事
例
は
、
以
下
の
四
種
類
に
分
類

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
比
較
対
象
（
京
極
、
脇
坂
）
②
日
標
、
理
想
像

（
紀
伊
光
貞
、
上
杉
）
③
諌
言
、
父
の
悪
行
を
改
め
る
必
要
性
へ
の
言
及
（
松
平
清
良
、
加

藤
、
金
森
）
④
政
事
の
後
見
を
行
っ
て
い
る
点
へ
の
言
及
（
西
尾
）
で
あ
る
。
③
で
、
諌
言

や
悪
行
の
改
め
が
い
ず
れ
も
「
孝
」
の
具
体
例
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
点
は
注
目
す
べ
き
点

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
評
者
の
「
孝
」
観
を
考
察
す
る
。

【
史
料
　
】
【
刈
】
4
松
平
清
良

　
　
凡
、
父
之
行
跡
ヲ
改
ル
ニ
、
是
非
ノ
分
別
可
有
也
、
父
善
行
ヲ
ナ
ス
ヲ
改
テ
ハ
悪
行
ト

　
　
可
成
外
ナ
シ
、
父
之
悪
行
ヲ
ア
ラ
タ
ム
ル
時
ハ
、
則
善
行
ト
可
成
、
尤
父
ノ
善
行
ア
ラ

　
　
バ
其
侭
用
テ
弥
孝
也
、
又
悪
ヲ
改
ル
モ
孝
也
、
悪
ヲ
其
侭
用
野
寄
不
孝
ナ
ラ
ス
ヤ
、
是

　
　
孝
ノ
大
道
也

　
こ
れ
は
刈
谷
本
の
記
述
で
あ
る
。
本
文
で
は
聖
藩
本
、
刈
谷
本
と
も
に
父
に
言
及
し
て
い

る
が
、
聖
前
記
の
評
は
父
に
関
し
て
触
れ
て
い
な
い
。

【
史
料
．
二
【
聖
】
1
徳
川
光
義
（
尾
張
）

　
　
其
父
ノ
ナ
ス
ト
コ
ロ
ヲ
用
行
ヘ
シ
、
タ
ト
へ
又
不
義
不
行
有
学
ハ
善
ニ
ヨ
ツ
テ
可
諌
、

　
　
若
又
商
会
ル
ト
キ
ハ
三
年
ハ
事
ヲ
改
ム
ル
事
不
可
在
、
善
ナ
ル
七
一
是
ヲ
用
ヒ
テ
親
ノ

　
　
コ
ト
ク
ニ
可
行
ハ
可
ナ
リ

　
こ
れ
は
父
に
直
接
言
及
し
て
い
る
箇
所
で
は
な
い
が
、
聖
旨
本
の
評
の
み
に
み
ら
れ
る
記

述
で
あ
る
。
父
の
行
跡
に
つ
い
て
述
べ
た
刈
谷
本
（
【
史
料
一
】
）
と
比
較
す
る
と
、
刈
谷
本

の
方
が
大
名
の
主
体
性
を
認
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
両
者
に
は
共
通
し
て
い

る
側
面
も
あ
る
。

【
史
料
三
】
9
安
藤
重
貞

　
　
孝
ハ
天
下
国
家
ヲ
治
ル
ノ
本
藍
、
重
貞
若
年
タ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
道
ヲ
知
ル
（
ル
脱
）

　
　
故
孝
（
ヲ
）
専
ニ
ス
ル
ト
見
ヘ
タ
リ

※
括
弧
内
は
、
聖
受
込
の
記
述

　
治
道
に
お
け
る
孝
の
重
視
、
大
名
と
し
て
の
孝
を
論
じ
て
い
る
点
は
土
ハ
通
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
こ
の
二
点
は
『
武
家
諫
忍
記
』
の
思
想
と
し
て
諸
本
に
敷
衛
す
る
こ
と
が
可
能
な
要

素
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
次
に
、
評
者
の
「
若
潮
」
観
に
注
目
す
る
。
「
大
名
評
判
記
」
で
は
、
そ
の
大
名
が
お
か
れ
た

諸
条
件
を
加
味
し
た
上
で
、
大
名
評
価
が
加
え
ら
れ
る
。
そ
の
諸
条
件
の
一
つ
が
「
評
二
日
、
人

必
ス
若
老
ノ
違
ア
リ
」
と
い
っ
た
よ
う
な
、
大
名
の
年
齢
で
あ
る
。
本
文
で
も
、
評
価
を
判
定
す

る
基
準
の
一
つ
と
し
て
「
若
将
」
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
評
も
、
そ
の
記
述
を
受
け
て
論
を
展
開

し
て
い
る
が
、
本
文
と
は
明
確
に
態
度
が
異
な
っ
て
い
る
。

【
史
料
四
】
7
松
平
信
綱

名
将
ハ
若
年
ノ
時
（
ノ
時
、
脱
）
ヨ
リ
老
心
及
マ
（
マ
、
脱
）
テ
違
（
事
）
ナ
キ
モ
ノ
ナ
リ

（
キ
モ
ノ
ナ
リ
↓
シ
）

　
評
者
は
、
行
跡
を
改
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
善
悪
に
な
る
と
い
う
可
能
性
を
強
調
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
若
君
の
評
価
を
保
留
す
る
本
文
へ
批
判
を
加
え
て
い
る
。

【
史
料
五
】
1
5
酒
井
忠
朝

・
　
本
文
【
刈
】
”
文
武
ヲ
不
好
、
血
気
之
勇
也
、
法
義
ヲ
不
詳
、
若
将
タ
ル
ニ
依
□
行
跡

　
　
失
認
シ
、
民
ヲ
貧
ル

　
　
【
加
】
n
文
武
ヲ
不
学
、
血
気
ノ
勇
、
未
若
年
タ
レ
軍
略
ス

・
　
評
【
刈
】
一
若
将
タ
リ
ト
モ
ユ
ル
ス
ヘ
キ
ニ
非
ス
、
三
歳
五
才
ノ
人
ナ
ラ
ン
ト
モ
、
豊

　
　
将
ト
シ
テ
ハ
其
マ
、
ス
ツ
ル
ヘ
キ
ヤ
、
教
訓
ヲ
ナ
ス
人
モ
ナ
ク
テ
、
長
シ
ユ
ク
ナ
ラ
バ
、

　
　
礼
義
モ
不
守
ホ
ト
ノ
人
ナ
ラ
ン
、
大
ヒ
ニ
可
禁

　
　
【
加
】
…
司
タ
ラ
ン
人
、
血
気
ノ
勇
ヲ
イ
マ
シ
ム
ル
者
ナ
リ
、
若
タ
レ
山
導
ニ
ヲ
ハ
ス

　
　
ラ
メ
、
血
気
ニ
モ
ヲ
ハ
ス
ラ
メ
、
是
等
ヲ
家
司
ノ
過
ト
セ
ン
、
コ
ト
ニ
民
ヲ
食
仕
置
等

　
　
ノ
二
二
シ
キ
ニ
ア
ラ
ス
、
家
ノ
司
タ
ラ
ン
人
、
必
是
週
刊
ヨ
ロ
シ
キ
ニ
モ
ト
ツ
ク
ヘ
シ
、

　
　
若
立
諌
ト
イ
ヘ
ト
モ
不
用
ハ
、
愚
将
ト
云
ヘ
シ
、
此
人
ニ
カ
キ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

　
聖
藩
本
の
み
、
家
司
の
責
務
が
明
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
共
に
、
諌
言

の
重
要
性
か
ら
本
文
を
訂
正
し
て
い
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
諫
言
重
視
と
い
う
点
を
、

『
武
家
諌
忍
言
』
の
思
想
の
二
つ
目
と
し
て
指
摘
し
た
い
。
そ
の
際
に
根
拠
と
な
っ
て
い
る

の
は
、
主
に
江
戸
で
得
た
、
独
自
の
情
報
で
あ
る
。
自
身
の
見
聞
に
基
づ
い
て
、
思
想
的
相

違
か
ら
本
文
に
批
判
を
加
え
て
い
る
点
を
確
認
し
た
い
。

　
『
武
家
諌
忍
記
』
で
は
、
「
気
質
ノ
善
悪
」
の
分
明
化
（
二
、
三
歳
）
、
「
教
ア
ル
事
」
（
八

歳
）
、
「
学
制
メ
」
の
時
期
（
十
歳
）
と
い
っ
た
年
齢
階
梯
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
人

餅1
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生
レ
テ
十
歳
ヨ
リ
以
後
ニ
ハ
文
学
ノ
道
有
事
ヲ
古
人
二
恩
ヒ
、
徳
有
人
ヲ
近
習
ニ
ヲ
カ
シ
メ
、

行
跡
少
モ
不
違
様
二
語
リ
可
聞
」
と
い
う
よ
う
に
、
家
臣
の
役
割
を
規
定
し
た
年
齢
階
梯
で

あ
る
。
家
臣
に
よ
る
諌
言
が
強
調
さ
れ
て
い
る
点
と
合
わ
せ
て
、
読
者
像
を
窺
う
こ
と
の
出

来
る
記
述
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

2
『
武
家
諌
聖
上
』
と
書
写
行
為

　
（
1
）
刈
谷
本

　
本
節
で
は
第
二
回
個
別
報
告
の
内
容
を
も
と
に
、
『
武
家
諫
忍
記
』
諸
本
の
新
規
評
作
成

に
つ
い
て
検
討
す
る
。
【
表
2
】
は
、
聖
藩
本
・
池
田
本
・
刈
谷
本
で
大
名
名
表
記
に
異
同
が

み
ら
れ
る
事
例
の
一
覧
で
あ
る
。
「
大
名
評
判
記
」
で
は
、
①
冒
頭
②
本
文
③
評
④
目
録
な
ど

で
大
名
名
が
記
さ
れ
る
。
【
表
2
】
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
諸
本
に
お
け
る
大
名
名
の
異
同
に
、

法
則
性
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
冒
頭
の
み
、
評
の
途
中
か
ら
、
本
文
と
評
に
差
異
が

み
ら
れ
る
場
合
と
い
う
よ
う
に
、
個
々
の
事
例
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
代
替
わ

り
や
受
領
名
、
官
職
の
変
更
が
あ
っ
た
時
期
と
の
関
係
を
検
討
し
、
諸
本
の
作
成
年
代
を
措

定
し
た
い
。

　
次
に
、
こ
う
し
た
差
異
が
生
じ
た
理
由
を
考
え
る
。
代
替
わ
り
で
な
い
場
合
で
は
、
書
物

か
ら
得
た
と
考
え
ら
れ
る
司
馬
温
公
の
事
績
へ
の
言
及
、
大
名
評
価
の
為
の
素
材
の
差
異
が

要
因
と
な
っ
て
い
る
。
後
者
は
本
文
自
体
も
異
な
っ
て
い
る
が
、
評
も
参
照
す
る
素
材
が
異

な
っ
て
い
る
点
を
確
認
し
て
ほ
し
い
。

　
代
替
わ
り
に
よ
る
も
の
は
、
二
例
で
あ
る
。
a
は
新
規
に
本
文
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
本
文
を
踏
ま
え
た
新
規
の
評
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
刈
谷
薬
歴
で
は
「
前
両
人
」

の
記
述
と
と
も
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
新
規
評
が
作
成
さ
れ
て
は
い
る
が
、
内
容
は
独
立
し

た
も
の
で
は
な
く
、
『
武
家
諌
忍
記
』
全
体
の
中
に
位
置
付
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
f

で
は
先
行
す
る
『
武
家
諌
忍
記
』
に
記
さ
れ
て
い
た
忠
照
の
本
文
が
転
用
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
評
も
添
景
の
評
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
単
に
評
が
転
用
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
評
の
後
半
に
は
「
或
人
日
」
以
下
の
文
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
刈
谷
本
が
取
り
上

げ
た
忠
成
か
ら
み
た
伯
父
を
「
伯
父
主
水
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
記
述
を
転
用
し
て
は

い
る
が
、
当
該
大
名
の
評
と
し
て
適
切
な
表
現
に
な
る
よ
う
に
修
正
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　
（
2
）
情
報
源

　
①
池
田
本

　
そ
れ
で
は
、
刈
谷
本
で
新
規
に
評
が
作
成
さ
れ
る
際
の
情
報
源
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
『
武
家
諫
忍
記
』
諸
本
の
な
か
で
、
作
成
時
期
の
中
間
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
池
田
本
と
の
比
較
を
試
み
る
。

　
聖
藩
本
と
異
な
り
、
池
田
本
と
刈
谷
本
の
本
文
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
二
者
の
本

文
は
と
も
に
「
云
」
、
「
云
云
」
と
い
っ
た
伝
聞
の
形
式
で
記
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
両
者

よ
り
時
期
的
に
遡
る
『
武
家
諌
忍
記
』
の
本
文
に
依
拠
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
評
に
は
池
田
本
と
刈
谷
本
の
問
で
も
文
言
が
相
違
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
池
田
本

の
「
下
民
」
が
、
刈
谷
本
で
は
「
家
臣
」
と
な
っ
て
い
る
。
厳
密
な
検
討
を
行
っ
て
お
ら
ず

推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
藩
士
を
対
象
に
記
し
た
書
物
で
、
彼
ら
の
こ
と
を
「
下
民
」
と
表

現
す
る
だ
ろ
う
か
。
前
節
で
は
、
聖
藩
本
、
刈
谷
本
を
検
討
し
、
『
武
家
諫
首
記
』
が
読
者
と

し
て
家
臣
を
想
定
し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
池
田
本
の
記
述
を
見
る
限
り
、

大
名
を
対
象
に
君
主
論
を
学
ぶ
為
の
書
物
と
し
て
読
ま
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
今
後

は
、
こ
の
よ
う
な
語
句
単
位
の
違
い
に
注
目
し
、
諸
本
の
差
異
と
読
者
層
の
広
が
り
を
考
え

て
い
き
た
い
。

　
【
表
2
】
か
ら
は
、
全
般
的
に
池
田
本
の
方
が
、
刈
谷
本
よ
り
情
報
量
が
多
い
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
し
て
、
刈
谷
本
↓
池
田
本
と
い
う
影
響
関
係
は
想
定
出
来
な
い
。

　
ま
た
、
先
に
み
た
代
替
わ
り
の
事
例
は
、
池
田
本
と
刈
谷
本
の
問
も
同
様
で
あ
る
。
時
期

的
に
池
田
本
が
先
行
し
、
二
大
名
の
代
替
わ
り
が
池
田
本
作
成
以
後
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
刈
谷
本
で
追
加
さ
れ
た
「
或
人
日
」
以
下
の
記
述
は
池
田
本
に
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
を

改
め
て
確
認
し
た
い
。

　
②
引
用
書
物

　
次
に
、
書
物
の
引
用
を
検
討
す
る
。
本
稿
で
は
、
刈
谷
本
の
新
規
評
作
成
に
お
い
て
重
要

な
位
置
を
占
め
て
い
た
書
物
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
の
聖
二
本
に
お
け
る
引
用
を
検
討
し
、

刈
谷
本
評
の
作
成
者
の
思
想
的
特
徴
を
抽
出
し
た
い
。

　
ま
ず
、
『
三
略
』
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
聖
藩
本
で
は
、
刈
谷
本
の
引
用
箇
所
は
引
用
さ

れ
て
い
な
い
。

【
史
料
六
】
【
聖
】
松
浦
鎮
真

　
良
将
三
略
ノ
心
二
順
テ
、
節
義
ノ
侍
、
賢
者
ヲ
能
見
立
テ
、
禄
ヲ
与
ル
ニ
、
時
二
喩
シ
テ

　
時
二
与
フ
レ
ハ
、
士
卒
ヲ
励
シ
、
北
面
削
ラ
ル
ナ
リ

　
引
用
箇
所
は
異
な
る
が
、
聖
藩
士
で
も
『
三
略
』
は
高
い
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
刈
谷
本
が
『
三
略
』
の
記
述
を
新
た
に
引
用
し
た
こ
と
は
、
先
行
す
る
『
武
家
諫

忍
記
』
の
内
容
と
齪
齢
す
る
も
の
で
は
な
い
。
『
武
家
諌
忍
記
』
の
思
想
を
踏
ま
え
た
、
書
物

の
引
用
と
評
価
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
次
に
、
司
馬
温
温
の
例
示
を
考
え
る
。
『
三
略
』
と
異
な
り
、
聖
藩
主
に
は
司
馬
亡
命
へ
の

言
及
が
確
認
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
刈
谷
本
評
の
作
成
者
が
独
自
に
導
き
出
し
た
事
例
と
考

餅沼



え
ら
れ
る
。

　
聖
藩
本
で
明
示
さ
れ
た
引
用
書
物
を
一
覧
に
し
た
【
表
3
】
か
ら
は
、
巻
に
よ
る
引
用
書

物
の
変
化
が
確
認
で
き
る
。
班
別
報
告
に
お
い
て
、
筆
者
の
所
属
す
る
第
一
班
は
、
巻
に
よ

る
性
格
の
違
い
を
指
摘
し
た
。
本
稿
で
は
、
黒
須
、
綱
川
が
指
摘
し
た
時
期
的
差
異
に
加
え
、

内
容
面
の
違
い
と
い
う
点
を
強
調
す
る
。
ま
た
、
「
師
伝
」
（
松
平
康
信
）
、
「
師
」
（
水
谷
勝
隆
）

と
い
っ
た
記
述
も
七
日
点
と
し
て
指
摘
す
る
。
今
後
、
こ
の
「
師
」
な
る
人
物
を
措
定
す
る

こ
と
で
、
聖
藩
本
評
者
、
原
本
評
者
像
に
接
近
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
具

体
的
な
人
名
を
挙
げ
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
「
師
」
を
と
る
よ
う
な
人
物
が
聖
藩
本
あ
る
い

は
原
本
の
評
を
作
成
し
た
の
で
あ
る
。
過
去
の
報
告
書
に
お
い
て
、
「
大
名
評
判
記
」
作
成
に

携
わ
っ
た
可
能
性
を
探
ら
れ
た
林
家
な
ど
で
は
な
く
、
む
し
ろ
林
家
「
周
辺
」
の
よ
う
な
存

在
が
『
武
家
諫
果
物
』
の
評
者
像
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
は
個
別
報
告
内
容
の
総
括
に
終
始
し
、
議
論
の
内
容
を
十
分
に
組
み
込
め
ず
、
不
十

分
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
以
下
に
内
容
を
ま
と
め
る
。

　
本
稿
の
分
析
視
角
は
、
加
筆
主
体
へ
の
曇
日
と
い
う
点
に
あ
る
。
加
筆
、
新
た
な
「
大
名

評
判
記
」
作
成
と
い
う
．
一
通
り
の
可
能
性
が
あ
る
中
で
、
そ
の
一
方
が
選
択
さ
れ
た
理
由
を

考
察
す
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
。
第
二
節
で
検
討
し
た
刈
谷
本
の
場
合
、
書
物
や
見
聞
な
ど

に
よ
る
独
自
の
記
載
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
先
行
す
る
『
武
家
諫
忍
記
』
の
内
容
に
齪

燃
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
諸
本
の
作
成
者
は
、
『
武
家
嬉
嬉
記
』
と
い
う
枠
内
で
の
読
み

替
え
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
別
な
表
題
を
も
つ
「
大
名
評
判
記
」
の
記
述
は
明
ら
か
に
異
質
で
あ
る
。
『
武
家

勧
懲
記
』
に
お
け
る
縁
戚
大
名
へ
の
言
及
を
例
に
挙
げ
る
と
、
『
武
家
諫
忍
記
』
よ
り
も
言
及

箇
所
が
格
段
に
多
く
、
「
若
将
」
と
い
う
点
か
ら
大
名
評
価
を
留
保
す
る
本
文
へ
の
批
判
も
少

な
い
と
い
う
差
異
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
↓
門
大
名
へ
の
言
及
の
あ
り
方
が
大
き
く
異
な
っ

て
い
る
。
『
武
家
勧
懲
記
』
で
は
、
①
養
子
の
可
能
性
②
政
事
の
後
見
（
奥
平
平
氏
）
③
合
力

の
あ
て
（
立
花
直
茂
）
と
い
っ
た
観
点
か
ら
言
及
が
な
さ
れ
て
お
り
、
一
門
、
「
主
従
合
体
」

（
松
平
綱
利
）
で
の
「
家
」
相
続
が
理
想
視
さ
れ
て
い
る
。
『
武
家
諌
忍
記
』
東
北
大
附
属
図

書
館
本
の
よ
う
に
、
後
年
に
至
っ
て
も
、
デ
ー
タ
を
加
筆
し
た
写
本
が
作
ら
れ
て
い
る
。
思

想
的
差
異
が
無
け
れ
ば
、
必
ず
し
も
新
規
「
大
名
評
判
記
」
を
作
成
す
る
必
要
は
無
い
の
で

あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
『
武
家
諫
忍
記
』
の
思
想
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
断

片
的
な
検
討
を
行
っ
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
徳
川
家
へ
の
功
と
い
う
視
点
、
一
門
と
い
う
視
点

が
弱
い
点
を
指
摘
で
き
る
。
「
大
名
家
」
の
捉
え
方
か
ら
、
「
大
名
評
判
記
」
の
質
の
差
異
を

窺
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
最
後
に
、
読
者
像
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
「
コ
ノ
書
ヲ
見
人
智
へ
給
」
（
【
加
一
6
松
平
定

重
】
）
、
「
心
有
人
是
等
之
上
柳
諌
ノ
黒
田
モ
ナ
ラ
ン
ヤ
」
（
【
共
…
9
加
藤
泰
真
】
）
と
い
っ
た

記
述
に
あ
る
よ
う
に
、
『
武
家
諌
忍
泣
』
は
「
心
サ
シ
有
人
」
が
「
考
へ
」
る
為
の
書
物
と
し

て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
大
名
を
教
育
し
、
「
徳
有
人
ヲ
近
習
ニ
ヲ
カ
シ
メ
行
跡
少
モ
不
違
様
二

語
」
（
【
刈
”
有
馬
頼
利
】
）
り
聞
か
せ
る
こ
と
の
出
来
る
立
場
と
い
う
と
、
家
老
、
上
層
藩
士

層
が
考
え
ら
れ
る
。
元
来
、
彼
ら
こ
そ
が
『
武
家
諌
忍
記
』
の
思
想
を
伝
え
る
対
象
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
、
藩
主
に
君
主
論
を
伝
え
る
書
物
と
し
て
読
ま
れ
る
と
い
っ
た
よ

う
に
、
作
者
の
意
図
を
越
え
た
様
々
な
読
み
方
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
同
じ
『
武
家
諫
仁
心
』
に
お
い
て
も
異
質
性
が
み
ら
れ

る
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
異
同
を
網
羅
的
に
調
べ
、
『
武
家
諫
忍
記
』
の
思
想
の
内
実
を
明
確

化
し
て
い
き
た
い
。

【
注
】

ω
　
『
『
土
芥
冠
雌
記
』
の
基
礎
的
研
究
』
（
研
究
代
表
者
若
尾
政
希
、
二
〇
〇
四
年
）
、
『
「
大
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